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秋
田
・
山
形
県
境
に
そ
び
え
る
鳥
海
山（
標

高
2
2
3
6
m
）。そ
の
北
麓
に
位
置
す
る「
中

島
台
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」は
、樹
齢
数
百

年
の
ブ
ナ
の
原
生
林
に
包
ま
れ
た
緑
の
宝
庫
。

清
冽
な
湧
水
群
が
湧
く「
獅
子
ヶ
鼻
湿
原
」に

は
、世
界
的
に
貴
重
な
コ
ケ
が
群
生
。こ
れ
ら

コ
ケ
が
ボ
ー
ル
状
に
発
達
し
た「
鳥
海
マ
リ

モ
」も
生
息
し
、氷
河
期
の「
ム
カ
シ
ブ
ナ
」に

類
似
し
た「
鋸
歯
葉
ブ
ナ
」も
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
は
、幹
が
奇
妙
な
形
に
伸
び
た

巨
大
奇
形
ブ
ナ（
あ
が
り
こ
）も
点
在
す
る
不

思
議
が
い
っ
ぱ
い
の
空
間
で
す
。そ
の「
中
ノ

島
台
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」の
シ
ン
ボ
ル
の

ひ
と
つ
が「
あ
が
り
こ
大
王
」。樹
齢
約
3
0
0

年
、幹
ま
わ
り
7.
6
2
m
と
日
本
一
の
太
さ

の
奇
形
ブ
ナ
。森
の
中
を
散
策
す
る
総
延
長
約

5
km
の
散
策
路
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、約
2
時

間
30
分
で
1
周
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

故
郷

  
点
描 秋

田

の

四

季

秋田の心を醸
か も

す、蔵元通信

k    u    r    a

季刊【藏】伍拾参の巻

夏号

た
く
さ
ん
の
不
思
議
を
秘
め
た
大
自
然
の
博
物
館

「
中
島
台
の
森
」を
象
徴
す
る
奇
形
巨
木
ブ
ナ

鳥
海
山
麓 

中
島
台
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
森

あ
が
り
こ
大
王
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ら
に
、各
室
断
熱
工
事
が

施
さ
れ
徹
底
し
た
品
質

管
理
が
可
能
に
。結
果
、建

物
の
製
造
能
力
は
従
来
の

約
2
倍
に
向
上
。よ
り
高

品
位
の
日
本
酒
を
大
量
に

生
産
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
の
で
し
た
。

01

の
効
率
化
、見
学
者
コ
ー
ス
の
設
置
も

組
み
込
ま
れ
、長
い
期
間
を
か
け
て
建

設
会
社
と
協
議
を
重
ね
、設
計
を
進
め

た
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、昭
和
41
年
12
月
に
建
築
面

積
1
8
7
3
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
工

事
が
終
了
。翌
42
年
に
機
械
据
付
工
事

を
行
い
同
年
9
月
7
日
に
落
成
式
を
行

い
ま
す
。ち
な

み
に
、基
礎
部

分
に
は
軟
弱

地
盤
対
策
と

し
て
、12
メ
ー

ト
ル
鋼
管
パ

イ
ル
3
本
継

合
計
36
メ
ー

ト
ル
の
杭
が

打
ち
込
ま
れ

て
い
ま
す
。さ

　

事
前
の
土
壌
調
査
の
結
果
、重
量
の
大

き
い
建
物
を
建
て
る
場
合
地
下
36
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
杭
を
打
ち
込
む
必
要
性
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う

に
、非
常
に
軟
弱
な
地
盤
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
こ
と
も
あ
り
、設
計
の
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、重
量
の
最
も
大
き
い

仕
込
タ
ン
ク
は
1

階
に
置
く
こ
と
に
。

1
・
２
階
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
と
す
る
も
の
の
、

３・
４
階
は
、鉄
骨

シ
ポ
レ
ッ
ク
ス
張

り
と
し
、建
物
の

軽
量
化
を
図
る
こ

と
を
決
定
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、作
業

　

昭
和
42
年
の
完
成
以
来
、太
平
山
の
仕

込
み
蔵
と
し
て
現
在
も
活
躍
す
る「
み
ず

ほ
蔵
」。鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
4
階
建
。当

時
の
秋
田
県
内
で
は
、最
大
規
模
級
、最

新
の
広
さ
と
設
備
を
誇
り
、太
平
山
の
飛

躍
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

首
都
圏
な
ら
び
全
国
市
場
が
一
気
に
拡

大
し
た
昭
和
30
年
代
半
ば
、毎
年
増
え
続

け
る
製
造
数
量
に
応
え
る
た
め
に
、仕
込

み
タ
ン
ク
の
入
れ
替
え
や
仕
込
量
の
増

加
等
の
対
策
を
徐
々
に
行
な
っ
た
ほ
か
、

毎
年
の
よ
う
に
古
い
蔵
の
改
造
、改
装

を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、飛

躍
的
な
生
産
性
の
向
上
、な
ら
び
、新
し

い
様
式
の
新
蔵
建
築
が
望
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
、昭
和
40
年
12
月
の
社
員
会
議

で「
み
ず
ほ
蔵
」の
建
設
を
決
定
。昭
和

41
年
3
月
起
工
式
を
挙
行
。設
計
を
開

始
し
た
の
は
昭
和
39
年
で
あ
り
な
が

ら
、そ
の
他
の
準
備
期
間
に
丸
2
年
を

費
や
し
着
工
に
至
り
ま
し
た
。

小
玉
醸
造
物
語
㉛
小
玉
醸
造
133
年
の
歴
史
を
振
り
返
る【
昭
和
編
そ
の
9
】（昭
和
初
期
～
現
在
）

写真上／仕込室。１階部分にタンクを設
え、撹拌等の作業は２階部分で行う。　
写真中／すべての酒のモトとなる酒母を
作る酒母室。　写真下／酒米を蒸す甑（こ
しき）などは３階部分にある。洗米、漬
米作業なども３階のスペースで行われる。

当時の南秋田郡内では最大規模の建造物工事となった。
突き出た部分は現在も太平山の看板がのる最上部分。

一
般
公
募
で
名
称
を
募
集

数
々
の
名
酒
を
醸
す

「
み
ず
ほ
蔵
」

２
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

昭
和
42
年
、当
時
の
技
術
の
粋
を
結
集
し

地
上
４
階
建
て
の
新
醸
造
蔵

「
み
ず
ほ
蔵
」を
建
設
す
る

建物が完成の後、翌年、
機材が搬入、設置された

「みずほ蔵」の名称は、小玉醸造では
初となる公募にて命名された。



原
鉄
道
に
関
す
る
情
報

発
信
が
集
客
の
要
と
考

え
て
い
ま
す
。」

　

就
任
か
ら
ほ
ぼ
１
年
。

そ
の
効
果
は
早
く
も
現

れ
て
い
る
。平
成
23
年

度
の
概
算
値
で
は
、定

期
券
利
用
客
こ
そ
減
っ

た
も
の
の
、切
符
購
入

者
が
も
前
年
度
を
わ
ず

か
な
が
ら
上
回
る
結
果

に
。観
光
客
、鉄
道
フ
ァ

ン
が
増
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
「
沿
線
に
残
る
日
本

の
原
風
景
、雄
大
な
鳥

海
山
、さ
ら
に
は
農
業
体
験
な
ど
、観
光
資

源
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
」鉄
道
＋
地
域
の

財
産
の
活
用
を
自
ら
に
託
さ
れ
た
使
命
と
し
、

対
外
営
業
に
勤
し
む
春
田
さ
ん
な
の
で
あ
る
。

も
、由
利
高
原
鉄
道
が
あ
る
こ
と
で
、人
を
呼

び
込
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
」と
語
る
。

　

就
任
後
ま
ず
手
が
け
た
の
が
営
業
企
画

部
門
の
確
立
だ
っ
た
。以
前
か
ら
、ア
テ
ン
ダ

ン
ト
が
乗
務
し
た
り
、季
節
の
イ
ベ
ン
ト
列
車

を
運
行
し
て
い
た
が
、観
光
客
向
け
の
企
画
・

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
強
化
。列
車
出
発
前
の
運

転
士
挨
拶
、鉄
道
と
地
域
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
、

一
部
列
車
内
へ
の
自
転
車
持
ち
込
み
な
ど
を

実
現
。今
年
1
月
に
は
国
際
教
養
大
学
の
留

学
生
と
、地
域
の
子
供
た
ち
が
互
い
の
文
化

を
学
ぶ
列
車
を
運
行
。さ
ら
に
、今
年
3
月
に

は
全
国
初
と
さ
れ
る「
鉄
道
フ
ァ
ン
に
よ
る
鉄

道
フ
ァ
ン
の
た
め
の
企
画
会
議
」を
旅
行
会
社

と
協
力
し
て
開
催
す
る
な
ど
、春
田
さ
ん
自

ら
が
先
頭
に
立
ち
変
革
を
推
し
進
め
て
い
る
。

　
「
現
代
は
個
人
で
も
情
報
を
発
信
で
き

る
時
代
。マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
、由
利
高

鉄
道
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
こ
と
」と
語
る
。そ
れ

だ
け
に
社
長
就
任
に
際
し
て
の
思
い
も
熱
い
。

　
「
他
の
地
方
都
市
同
様
、由
利
本
荘
地
域
も

車
が
一人
一
台
の
土
地
柄
。車
の
方
が
圧
倒
的

に
早
く
機
動
力
も
あ
る
。し
か
も
過
疎
化
、高

齢
化
が
著
し
い
。地
域
住
民
の
利
用
で
存
続
を

図
る
に
も
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
た
だ
し
、ロ
ー
カ
ル
鉄
道
は
決
し
て
負
の

財
産
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。他
に
は
な
い
貴
重
な

観
光
資
源
と
捉
え
、鉄
道
を
活
用
し
た
観
光

商
品
の
開
発
、地
域
と一体
と
な
っ
た
プ
ラ
ン
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。『
沿
線
住
民
の
足
を
守

る
』と
い
う
本
来
の
使
命
を
遂
行
す
る
た
め
に

よ
も
や
ま
見
聞
録

07 06

ロ
ー
カ
ル
線
な
ら
で
は
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
、地
域
と
一
体
と
な
っ
た
誘
客
を
推
進

由
利
高
原
鉄
道

社
長
の
お
話

＜プロフィール＞
昭和27年３月10日、東京生まれ
日本大学卒業後、東急観光（現・トップツアー）に入社。2011年4
月同社退社。由利高原鉄道社長公募を知り応募。同年６月28日就任。
任期は2013年までの2年間。現在は単身で由利本荘市内に在住。

鉄
道
フ
ァ
ン
の
た
め
の
企
画
会
議
も
開
催
。

地
域
外
か
ら
の
利
用
客
も
増
え
つつ
あ
る
。

運転士が手にするのは、単線区間
を走行する際に必須となるタブ
レット。いわゆる通行手形のよ
うなもの。ちなみに、全線単線
の由利高原鉄道の「閉塞方式」は、
羽後本荘～前郷が スタフ方式。
前郷～矢島がタブレット方式。

由
利
高
原
鉄
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長         

春
田 

啓
郎
さ
ん

　
「
願
わ
く
ば
由
利
高
原
鉄
道
を
鉄
道
フ
ァ
ン
の

聖
地
に
し
た
い
。そ
の
た
め
の
第
一
歩
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
」と
語
る
春
田
さ
ん
。春
号
で
紹
介
し

た
秋
田
内
陸
線
の
社
長
・
酒
井
さ
ん
同
様
、公

募
に
て
就
任
。経
営
の
健
全
化
の
た
め
奮
闘
努

力
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
。以
前
は
、約
30
年
間

に
わ
た
り
旅
行
代
理
店
で
活
躍
し
て
き
た
春
田

さ
ん
。業
界
内
の
事
情
、人
間
関
係
に
長
け
て
い

る
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、最
大
の
武
器
は「
自
身
が

ロ
ー
カ
ル
線
は
地
域
の
財
産
。

観
光
資
源
と
し
て
も
魅
力
的

絣着物姿のアテ
ンダントさん。
佐々木文子さん
は 今 年 で 4 年
目のベテラン。
さまざまな企画
の立案も手がけ
ている。

矢島駅の「売店のおば
ちゃん」こと佐藤まつ
子さん。矢島駅に来て
20 年以上。売店の店
主となって 10 年。矢
島駅のシンボルであり、
利用客の良き相談相手
でもある。そのファン
は今や全国区なのだ。

由利高原鉄道の切符。硬券と呼ばれる
昔懐かしいスタイル。タブレットとと
もに、鉄道ファン垂涎のアイテム。



た
た
ず
ま
い
も
素
敵
な
隠
れ
家
的
存
在

ジ
ャ
ズ
を
B
G
M
に

地
鶏
串
焼
き
＆
創
作
料
理
が
楽
し
め
る

　

お
よ
そ
焼
き
鳥
屋
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
無
縁
な
外
観
に
、ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
佇
ま
い
の
店
内
。ジ
ャ
ズ
を
B
G
M

に
地
鶏
串
焼
き
、地
鶏
の
創
作
料
理
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。岩
手
の
地
鶏

を
使
っ
た
串
焼
き
は
、砂
肝
、ぼ
ん
じ
り
、ね
ぎ
ま
、せ
せ
り

な
ど
20
種
以
上
。備
長
炭
を
使
う
こ
と
で
、外
は
パ
リ
ッ
！

中
は
ふ
ん
わ
り
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
食
感
と
美
味
し
さ
を
実
現
。

味
付
け
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
塩
、タ
レ
の
ほ
か
、ク
レ
ー

ジ
ー
ソ
ル
ト
、バ
ジ
ル
な
ど
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
串
焼
き

も
あ
る
。3
種
類
の
地
鶏
を
細
か
く
砕
き
、手
ご
ね
し
た
自

家
製
の「
つ
く
ね
」も
人
気
だ
。

　

さ
ら
に
串
焼
き
は
、秋
田
・
比
内
地
鶏
、青
森
・
シ
ャ
モ

ロ
ッ
ク
の
ほ
か
、そ
の
時
々
限
定
の
全
国
人
気
地
鶏
も
提
供

（
1
本
4
0
0
円
）。「
鶏
と
舞
茸
の
ピ
ザ
」
、「
自
家
製
鶏

ハ
ム
の
3
種
の
ソ
ー
ス
添
え
」な
ど

多
彩
な
創
作
料
理
も
楽
し
め
る
。

　

さ
ら
に
、女
将
イ
チ
オ
シ「
烏
骨

鶏
の
ヘ
ル
シ
ー
ス
ー
プ
」は
シ
メ
に

オ
ス
ス
メ
。中
華
風
仕
上
げ
が
多
い

中
、あ
え
て
洋
風
に
仕
上
げ
て
い
る

の
も
女
将
の
こ
だ
わ
り
。鶏
の
旨
味

が
凝
縮
し
た
鶏
釜
飯（
1
0
0
0

円
／
炊
き
上
が
り
ま
で
約
20
分
）も

常
連
さ
ん
推
薦
の
逸
品
。客
席
は
L

字
型
の
カ
ウ
ン
タ
ー
12
席
と
小
上

が
り
席
8
名
。人
気
店
ゆ
え
利
用
時

に
は
予
約
を
オ
ス
ス
メ
し
た
い
。

09

お酒、料理

お酒、料理

　

男
鹿
市
・
戸
賀
の
漁
師
の
家
に
生
ま
れ
た
店
主
の
江
畑
朋

幸
さ
ん（
34
歳
）。秋
田
、東
京
の
ホ
テ
ル
、日
本
料
理
店
な
ど
で

腕
を
磨
き
、5
年
ほ
ど
前
に「
心
海
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。自
慢

は
男
鹿
直
送
の
海
鮮
料
理
。当
日
午
後
、実
父
が
乗
る「
第
八

政
丸
」の
ほ
か
、男
鹿
の
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類
が
入
荷
。

日
替
わ
り
で
約
30
種
の
オ
ス
ス
メ
料
理
が
楽
し
め
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
の
魚
と
い
え
ば
、ブ
リ
、黒
ソ
イ
、ス
ズ
キ

な
ど
で
し
ょ
う
か
。夏
の
男
鹿
は
貝
類
が
特
に
オ
ス
ス
メ
。岩
ガ
キ
、

イ
ガ
イ
、ア
ワ
ビ
、サ
ザ
エ
な
ど
が
そ
の
代
表
で
す
ね
。男
鹿
の
海
は

魚
種
も
豊
富
な
の
で
す
が
、唯
一
、マ
グ
ロ
だ
け
は
神
奈
川
・
三
崎

の
メ
バ
チ
を
使
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、９
月
～
11
月
に
は
秋
田
沖
で★心海

大
通
り

●かまくらの郷七十七銀行●

パチンコ
B-GAL

●

●
NTT

豆の鈴和●

ウェスティン●
ホテル仙台

南町通り

●住友生命

●仙台国際ホテル

フォンテ
AKITA

秋田
市民
市場

公営
駐車場

秋
田
駅

●お酒
太平山 辛口 ……………1合350円
太平山 辛口 ……………2合680円
純米吟醸 津月（生酒） …1合630円
純米大吟醸 天巧 ………1合900円
●おすすめ料理
おまかせ刺身盛り合わせ

（写真／3人前） ………… 1,500円
ブリの兜焼き

（写真／入荷次第）………… 800円
郷土盛合わせ（写真／ギバサ、
燻りガッコ、鰰寿司ほか）… 980円
朝獲り卵の出し巻き卵…… 350円

秋田県秋田市中通4-14-24丸秋ビル1F
TEL018-833-1033
営業時間／11：30～13：30、
17：30～23:00（土・祝日は夜のみ）
定休日／日曜

（日・月曜連休時は営業、月曜休）

黒
マ
グ
ロ
の
幼
魚
メ
ジ
マ
グ
ロ
が
揚
が
る
ん
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
時
期
の
秋
田
産
メ
ジ
マ
グ
ロ
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」と
江
畑
さ
ん
。

　

海
鮮
系
以
外
の
酒
肴
も
豊
富
。「
比
内
地
鶏
の

き
り
た
ん
ぽ
鍋
」は
予
約
無
し
で
通
年
Ｏ
Ｋ（
2

人
前
1
6
0
0
円
）。比
内
地
鶏
や
三
種
町
で
飼

育
さ
れ
て
い
る
銘
柄
鶏
、県
産
の
Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
、野
菜

類
も
秋
田
県
産
を
優
先
的
に
仕
入
れ
る
な
ど
、地

元
素
材
の
美
味
し
さ
を
手
頃
な
予
算
で
愉
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

ち
な
み
に
、刺
身
定
食
な
ど
が
5
0
0
円
で
食
べ
ら
れ
る
ワ

ン
コ
イ
ン
ラ
ン
チ（
数
量
限
定
）
、お
か
ず
2
品
を
チ
ョ
イ
ス
で

き
る「
お
か
ず
が
選
べ
る
ダ
ブ
ル
ラ
ン
チ（
6
5
0
円
）」な
ど
、月

～
金
曜
に
提
供
す
る
ラ
ン
チ
も
大
人
気
だ
。

太
平
山
が
飲
め
る

お
店

お
す
す
め

太
平
山
を
飲
め
る
お
店
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

秋
田
市
　
秋
田
駅
前

海
へ
の
感
謝
の
心
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
浸
透

漁
家
の
実
家
直
送
。
男
鹿
産
魚
介
類
を
手
頃
な
予
算
で

★
美呑里

秋田信金●
赤レンガ
郷土資料館● 福寿し

●

ローソン●

日本銀行
秋田支店●

すずらん通り
川
反
通
り

至
秋
田
駅

●パールシティ

●
ラ・コルテ

●協働社
　大町ビル 旭

川

●
 NTT
ドコモ

●お酒
太平山辛口…………… １合350円
純米大吟醸 天巧 … グラス800円
●おすすめ料理
地鶏串焼………… 100円～200円
全国有名地鶏串焼き

（比内地鶏、シャモロック）……400円
烏骨鶏のヘルシースープ…1,000円

秋田県秋田市大町４-３-７
TEL050-3623-7027
営業時間／17:30～火が落ちるまで
定休日／日曜・祝祭日・第１月曜日
           （予約時は営業）

秋
田
市
　
大
町

酉
家 

美
呑
里

男
鹿
市
戸
賀
漁
港 
第
八
政
丸
直
営 

心
海
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6
月
下
旬「
鑑
評
会
出
品
酒
」を
発
売
予
定

N E W S

10

　

昨
年
末
頃
か
ら
大
ブ
ー
ム
の
塩
麹
。麹
に
含
ま
れ
る
酵

素
の
働
き
で
、食
材
の
デ
ン
プ
ン
や
タ
ン
パ
ク
質
を
ア
ミ

ノ
酸
に
分
解
し
、料
理
の
味
を
グ
～
ン
と
ア
ッ
プ
。和
、洋
、

中
、エ
ス
ニ
ッ
ク
、ど
ん
な
料
理
に
も
対
応
で
き
る「
魔
法

の
万
能
調
味
料
」で
す
。

　

小
玉
醸
造
か
ら
も
、独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
仕
込
ん
だ
塩

麹「
酒
蔵
の
塩
糀
」が
ま
も
な
く
登
場
い
た
し
ま
す
。最
大

の
特
長
は
、原
料
の
麹
に
日
本
酒
醸
造
用
の
麹
菌
を
使
っ

て
い
る
こ
と
。現
在
、市
場
に
出
て
い
る
塩
麹
の
多
く
は
、

味
噌
、醤
油
用
の
麹
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、「
酒
蔵
の
塩

糀
」は
、日
本
酒
醸
造
用
麹
を
使
用
し
た
全
国
で
も
数
少
な

い
塩
麹
で
す
。

　

一
口
に
麹
と
言
っ
て
も
、そ
の
特
性
に
は
大
き
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。比
較
的
育
成
、管
理
が
容
易
な
味
噌
・
醤
油

用
の
麹
に
対
し
、日
本
酒
用
麹
は
、育
成
、管
理
に
大
変
手

間
が
か
か
り
ま
す
。一
方
で
、味
噌
・
醤
油
用
の
麹
は
、旨

味
成
分
を
作
る
こ
と
に
長
け
て
い
る
の
に
対
し
、日
本
酒

用
の
麹
は
デ
ン
プ
ン
を
糖
に
変
え
力
強
い
発
酵
を
促
す
こ

　

平
成
23
酒
造
年
度（
平
成
23
年
7
月
～
平
成
24
年
6
月
）

に
醸
造
さ
れ
た
日
本
酒
の
品
質
を
競
う「
平
成
23
年
度
全

国
新
酒
鑑
評
会
」に
お
い
て
太
平
山
は
、と
く
に
優
秀
な
出

品
酒
に
授
与
さ
れ
る
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。明
治
44
年

（
1
9
1
1
年
）に
ス
タ
ー
ト
し
た「
全
国
新
酒
鑑
評
会
」は
、

名
実
と
も
に
日
本
酒
鑑
評
会
の
最
高
峰
に
位
置
付
け
ら
れ

る
も
の
で
、こ
の
会
で
の
金
賞
受
賞
は
、日
本
酒
造
り
に
携

わ
っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、最
大
の
目
標
の
ひ
と
つ
。ま

た
今
回
は
、同
鑑
評
会
が
発
足
し
て
1
0
0
回
目
と
な
る

記
念
す
べ
き
会
だ
っ
た
だ
け
に
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

平
成
20
年
度
に
続
き
、自
身
2
度
目
の
受
賞
と
な
っ
た
杜

氏
の
猿
田
修
は「
仕
込
み
の
時
期
と
な
っ
た
今
年
の
１
～

２
月
は
寒
さ
の
お
か
げ
も
あ
り
、温
度
管
理
は
比
較
的
楽

だ
っ
た
の
で
す
が
、酒
米
が
昨
年
夏
の
酷
暑
の
影
響
な
ど

で
溶
け
や
す
く
、そ
の
調
整
に
苦
労
し
ま
し
た
。今
年
の
出

品
酒
は
、旨
味
は
も
ち
ろ
ん
香
り
の
バ
ラ
ン
ス
も
か
な
り

と
に
長
け
て
い
る
と
い
う
異
な
る
性
格
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
さ
に「
酒
蔵
の
塩
麹
」は
、味
噌
・
醤
油
醸
造
部
門
と
、

日
本
酒
醸
造
部
門
の
両
方
を
有
す
る
小
玉
醸
造
だ
か
ら
こ

そ
可
能
と
な
っ
た
奇
跡
の
商
品
。深
い
味
わ
い
と
高
貴
で

繊
細
な
香
り
。酒
蔵
が
造
っ
た
塩
麹
の
魅
力
を
ま
も
な
く

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、蔵
元
通
信
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
改
め
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ど
う
ぞ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

よ
く
、納
得
の
仕
上
が
り
で
し
た
」と
の
こ
と
。

弊
社
で
は
今
回
の
金
賞
受
賞
を
記
念
し
て
、出
品
酒
と
同

じ
も
ろ
み
か
ら
搾
ら
れ
た「
金
賞
受
賞
酒
」を
6
月
下
旬
頃

に
発
売
す
る
予
定
で
す
。詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
蔵
元
通

信
や
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
改
め
て
ご
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

6
月
下
旬
、日
本
酒
用
の
麹
を
使
っ
た
塩
麹「
酒
蔵
の
塩
糀
」発
売
予
定
！

平
成
23
酒
造
年
度
全
国
新
酒
鑑
評
会
に
て
太
平
山
が
金
賞
受
賞



　
「
秋
田
の
料
理
に
砂
糖
は
必
須
」。

確
か
に
、秋
田
で
は
赤
飯
、茶
碗
蒸
し
、

納
豆
な
ど
に
砂
糖
を
入
れ
る
こ
と
が

珍
し
く
な
い
。ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
も
し

か
り
。ジ
ャ
ガ
イ
モ
、キ
ュ
ウ
リ
、人
参
、

ハ
ム（
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
）と
具
材
は

ご
く
普
通
な
の
だ
が
、マ
ヨ
ネ
ー
ズ

に
加
え
、砂
糖
と
缶
詰
の
ミ
カ
ン
が

入
る
。他
県
外
で
は
信
じ
ら
れ
な
い

よ
う
な
こ
と
だ
ろ
う
が
、秋
田
で
は

決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。

そ
の
昔
、砂
糖
は「
贅
沢
品
」。そ
れ
ゆ

え
に
、砂
糖
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
も

の
が「
高
級
品
」「
う
ま
い
も
の
」と
い

う
価
値
観
が
生
ま
れ
た
と
も
さ
れ
、

「
あ
め
ぐ
ね
ば
、う
め
ぐ
ね（
甘
く
な

12

け
れ
ば
美
味
し
く
な
い
）
」と
語
る

お
年
寄
り
が
多
い
の
も
事
実
だ
。

　

ち
な
み
に
、ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
の
左

後
に
控
え
る
の
は
、「
あ
さ
づ
け
」と

呼
ば
れ
る
ロ
ー
カ
ル
デ
ザ
ー
ト
。水
に

ひ
た
し
た
う
る
ち
米
を
、す
り
鉢
や

ミ
キ
サ
ー
で
砕
き
、水
を
加
え
て
と

ろ
火
に
か
け
透
明
に
な
る
ま
で
練
り

上
げ
、冷
ま
し
た
あ
と
に
砂
糖
・
酢

を
少
々
加
え
、果
物
な
ど
で
彩
り
を

添
え
て
完
成
。右
後
の「
牛
乳
寒
天
」

も
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
ご
く
普
通
に
見

ら
れ
る
デ
ザ
ー
ト
。ち
な
み
に
、「
サ

ラ
ダ
寒
天
」と
い
う
秋
田
な
ら
で
は

の
一
品
も
あ
る
が
、こ
ち
ら
の
詳
細
は

ま
た
の
機
会
に
。乞
う
ご
期
待
を
…
。

一
度
食
べ
る
と
病
み
つ
き
に
な
る
か
も
？

秋
田
で
は
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
に
も
砂
糖
が
必
須
な
の
だ

本
酒
の
保
存
方
法
に
つ
い
て

　
　

教
え
て
く
だ
さ
い
。神
奈

川
県
／
石
川
様

ク
ー
ル
便
で
配
送
さ
れ
る

生
酒
等
は
冷
蔵
庫
で
、そ

の
他
の
日
本
酒
も
冷
暗
所
、冷

蔵
庫
で
保
管
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。日
本
酒
は
と
て

も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
飲
み
物
で
す
。

ご
購
入
後
は
早
め
に
お
召
し
上

が
り
く
だ
さ
い
。

入
後
、味
噌
の
色
が
濃
く

な
っ
た
よ
う
で
す
が
…
？

栃
木
県
／
酒
井
様

味
噌
の
中
に
含
ま
れ
る
糖

と
ア
ミ
ノ
酸
等
が
反
応
し

て
起
こ
る
、メ
イ
ラ
ー
ド
反
応
に

よ
る
も
の
で
、安
全
性
に
は
問
題

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。一
般
的
に
、温

度
が
高
い
ほ
ど
、ま
た
、保
存
期

間
が
長
い
ほ
ど
、色
の
褐
色
化
が

進
み
ま
す
。保
管
環
境
で
、風
味

が
損
な
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。冷
蔵
庫
で
保
存
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　

の
夏
、竿
燈
見
物
を
兼
ね
て

　
　

蔵
元
見
学
を
楽
し
み
た
い
と

計
画
し
て
い
ま
す
。秋
田
市
内
か

ら
の
所
要
時
間
等
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。東
京
都
／
木
村
様

お
車
を
利
用
の
場
合
は
、

秋
田
市
内
中
心
部
か
ら
国

道
７
号
を
経
由
し
て
約
1
時
間
。

秋
田
道
・
秋
田
中
央
IC

｜

昭
和

男
鹿
半
島
IC
な
ら
び
国
道
７
号

経
由
で
約
45
分
が
目
安
で
す
。

JR
利
用
の
場
合
は
秋
田
駅
か
ら

奥
羽
本
線
の
普
通
列
車
で
約
25

分
、羽
後
飯
塚
駅
下
車
。徒
歩
7

分
ほ
ど
で
す
。弊
社
蔵
見
学
は
、

竿
燈
期
間
中（
8
月
3
日［
金
］～

8
月
6
日［
月
］）も
通
常
通
り
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

号
で
紹
介
さ
れ
て
い
た

　
　

仙
台
の
お
店
を
訪
ね
て
み
ま

し
た
。仙
台
出
張
の
際
、夜
の
街
を

ブ
ラ
リ
。同
僚
と
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

実
は
私
も
秋
田
県
出
身
。マ
ス
タ
ー

も
秋
田
出
身
と
の
こ
と
で
、初
め
て

の
お
店
で
も
ど
こ
か
安
心
感
が
あ
り

ま
す
。偶
然
に
も
秋
田
出
身
の
方
と

同
席
に
な
り
、仙
台
に
居
な
が
ら
に

し
て
秋
田
の
雰
囲
気
を
満
喫
。も
ち

ろ
ん
お
酒
は
太
平
山
。い
つ
も
よ
り

量
が
増
え
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
…
。千
葉
県
／
藤
田
様

早
速
の
ご
利
用
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ご
自
宅

の
あ
る
千
葉
で
も
な
く
、秋
田
で
も

な
く
、仙
台
で
の
秋
田
体
験
。お
楽

し
み
た
い
だ
だ
け
た
よ
う
で
何
よ

り
で
す
。首
都
圏
の
お
店
も
随
時

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
、ご
愛
顧

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

　
　

入
手
し
た
い
の
で
す
が
。

東
京
都
／
伊
東
様

こ
の
夏
号
で
通
巻
53
号
目

と
な
る「
蔵
」で
す
が
、残

念
な
が
ら
過
去
号
の
在
庫
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。た
だ
し
、弊
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
、創
刊
号
以
来
す

べ
て
の
号
を
ご
覧
い
た
だ
け
る

コ
ー
ナ
ー
が
ご
ざ
い
ま
す
。ご
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

読者のページinfo@kodamajozo.co.jp
●ご意見・ご感想を E-mail でも受け付けております。 

広場

こ春

蔵

日購

季
刊【
藏
】伍
拾
参
の
巻

■
表
紙
の
人

　

今
月
の
表
紙
の
人
は
、一
関
宏

子
さ
ん（
27
歳
）で
す
。前
職
は
デ

ザ
イ
ン
会
社
勤
務
。昨
年
9
月
の

入
社
後
、製
造
部
酒
類
課
に
配
属

さ
れ
、こ
の
冬
は
男
性
蔵
人
に
混

じ
っ
て
酒
造
り
の
最
前
線
で
活

躍
。厳
し
い
寒
さ
の
中
、土
日
返

上
で
力
仕
事
も
バ
リ
バ
リ
こ
な

し
ま
し
た
。そ
の
働
き
ぶ
り
と
勉

強
熱
心
さ
は
、ベ
テ
ラ
ン
蔵
人
た

ち
か
ら
も
一
目
置
か
れ
る
ほ
ど
。

小
玉
醸
造
に
新
し
い
風
を
吹
き

込
ん
で
く
れ
そ
う
な
期
待
の
女

性
新
人
で
す
。

酒菜
探訪
あきたの味 ポテトサラダ
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